
あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り令和 5 年（2023年） 6 月 （2）第199号

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

歳 入 歳 出
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25.6%25.6%

扶助費
　81億2,260万円

人件費
　60億962万円

物件費
　53億9,983万円

補助費等
　37億3,998万円

普通建設事業費
　31億707万円

繰出金
　23億8,096万円

公債費
　17億9,949万円

積立金
　7億9,864万円

その他
　3億7,181万円　

市税
　134億7,803万円

その他
　9億5,624万円
　

国庫支出金
　58億9,618万円

県支出金
　22億4,835万円

市債
　17億3,600万円

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
　12億5,200万円

繰越金
　6億円

寄附金
　3億8,567万円

交付金など
　49億2,753万円

繰入金
　2億5,000万円

●
光
綾
公
園
の
再
整
備
で
は
、

バ
ラ
園
完
成
後
の
維
持
費
に
年

間
３
千
万
円
、観
光
誘
致
で
年
間

２
千
万
円
の
経
費
を
見
込
ん
で
い

る
。２
千
万
円
を
入
園
料
で
賄
う

よ
う
だ
が
、公
園
は
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
り
、観
光
資
源
で
は
な
い
た

め
、有
料
化
に
は
反
対
で
あ
る
。

ご
み
収
集
所
の
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス

購
入
補
助
費
で
は
、自
治
会
が
購

入
す
る
際
に
、上
限
１
万
円
を
補

助
す
る
が
、非
自
治
会
員
の
使
用

を
制
限
す
る
根
拠
が
生
ま
れ
る
た

め
、無
償
で
必
要
な
箇
所
に
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
る
。ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
図
書
館
な
ど
を
指
定
管

理
者
に
管
理
運
営
を
委
ね
る
こ
と

や
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
よ
う
な

個
人
情
報
流
出
の
危
険
が
大
き
い

制
度
を
推
進
す
る
な
ど
、市
の
政

策
を
評
価
で
き
な
い
。税
金
滞
納

者
へ
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
が
増
え
て
い
る
が
、滞
納
処

分
に
よ
っ
て
市
民
が
貧
困
に
落
ち

込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
を
望

む
。中
学
校
の
部
活
の
地
域
移
行

で
は
、部
費
が
高
額
に
な
る
と
想

定
さ
れ
る
が
、所
得
の
少
な
い
世
帯

の
子
ど
も
が
、経
済
的
理
由
で
部

活
を
諦
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対

応
を
求
め
る
。学
校
給
食
で
は
、お

か
ず
が
一
品
少
な
い
問
題
は
重
要

で
あ
る
。現
状
の
設
備
に
お
い
て
、

充
実
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

が
、全
て
の
小
・
中
学
校
に
自
校
式

の
給
食
調
理
施
設
の
建
設
を
求
め

る
。給
食
費
を
無
償
化
に
し
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
お
り
、本
市
で

も
早
期
の
実
現
を
求
め
、本
予
算

に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
）

●
令
和
５
年
度
予
算
は
、３
つ
の

基
本
方
針
に
従
っ
て
、未
来
に
向

け
た
積
極
的
な
投
資
を
行
い
な
が

ら
、持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を

目
指
し
て
い
る
も
の
と
高
く
評
価

す
る
。基
本
方
針
の｢

支
え
る｣

の

市
立
図
書
館
再
整
備
で
は
、令
和

５
、６
年
度
に
基
本
構
想
、７
年
度

に
基
本
計
画
、８
年
度
以
降
で
基

本
設
計
や
実
施
設
計
と
長
期
と

な
る
が
、綾
瀬
ら
し
い
図
書
館
の

建
設
に
向
け
て
、市
民
参
加
も
行

い
、進
め
て
い
く
こ
と
を
望
む
。｢

育
て
る｣

で
は
、光
綾
公
園
の
再
整

備
で
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。専
門
家
監
修

の
下
、本
格
的
な
バ
ラ
の
公
園
と

し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、県
外

か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
来
ら
れ

る
こ
と
や
、｢

ば
ら
で
輝
く
ま
ち
あ

や
せ｣

と
し
て
、新
た
な
観
光
施
設

と
し
て
何
度
で
も
訪
れ
た
い
場
所

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
期

待
す
る
。｢

稼
ぐ｣

の
道
の
駅
は
、

基
本
計
画
策
定
方
針
に
基
づ
き
、

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
最
大
限
生
か
す
も
の
と
し
て

着
手
さ
れ
、綾
瀬
の
顔
と
し
て
市

民
が
誇
り
を
持
ち
、ふ
る
さ
と
意

識
を
醸
成
す
る
場
所
と
な
り
得
る

と
、大
い
に
期
待
す
る
が
、生
産
者

や
事
業
者
な
ど
と
議
論
を
重
ね
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
確
認

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５
年
度
は
地
質
調
査
な
ど
を
計
上

し
て
い
る
が
、今
後
の
プ
ロ
セ
ス
を

大
切
に
し
て
事
業
を
進
め
、交
流

人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
し
、本

市
に
魅
力
を
感
じ
る
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
希
望
し
、賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
。学
校
教
育
の
充
実

で
は
、複
雑
化
、多
様
化
す
る
子
ど

も
た
ち
の
支
援
を
包
括
的
、専
門

的
に
行
っ
て
い
く（
仮
称
）総
合
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
の
基
本
構

想
を
策
定
す
る
。個
々
の
特
性
に

合
わ
せ
、現
状
分
析
、課
題
抽
出
を

十
分
に
行
い
、着
実
に
計
画
を
進

め
る
こ
と
を
望
む
。工
業
振
興
で

は
、２
つ
の
奨
励
金
制
度
を
創
設

す
る
。多
く
の
企
業
に
制
度
を
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、周
知
を

確
実
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。地

域
福
祉
で
は
、高
齢
者
の
社
会
参

加
や
認
知
症
予
防
、生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
よ

う
、今
後
も
積
極
的
な
施
策
の
実

施
を
要
望
す
る
。安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
で
は
、防
災
行
政
用

無
線
機
器
や
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
を
行
う
が
、災
害
時
に

混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、定
期
的

な
点
検
や
見
直
し
を
要
望
す
る
。

脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
で
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

市
役
所
公
用
車
駐
車
場
へ
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
の
整
備
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、計
画
的
な
取
り
組
み
を
要

望
す
る
。施
政
方
針
で
述
べ
た
、

長
期
的
な
視
点
で
投
資
を
行
い
、

持
続
的
な
成
長
、発
展
を
続
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
の
思
い

民
生
活
の
向
上
に
重
点
を
置
く
と

と
も
に
、
人
口
減
少
社
会
、
超
高

齢
社
会
で
も
持
続
可
能
な
市
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
令
和
５
年
度
は
、
市
総
合
計
画

２
０
３
０
策
定
か
ら
３
年
目
を
迎

え
、
施
政
方
針
で
、
長
期
的
な
視

点
で
投
資
を
行
い
、
持
続
的
な
成

長
・
発
展
を
続
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、「
育
て
る
」、「
稼

ぐ
」、「
支
え
る
」
の
３
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
と
述
べ
た
。「
育

て
る
」
で
は
、
令
和
５
年
７
月
か

ら
、
小
児
医
療
費
助
成
事
業
の
対

象
年
齢
を
18
歳
以
下
に
拡
大
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
不
安
を
軽

減
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

支
援
と
健
康
増
進
を
図
る
。「
稼

ぐ
」
で
は
、
光
・
食
・
文
化
の
祭

典
を
観
光
集
客
イ
ベ
ン
ト
へ
と
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、
開
催
支
援

や
運
営
手
法
を
見
直
し
、
専
門
性

と
柔
軟
性
を
高
め
、
外
部
委
託
す

る
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
集
客
を
見
込
め

る
、
質
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
期
待
す
る
。「
支
え
る
」
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
電
子

契
約
の
導
入
な
ど
、
ど
こ
か
ら
で

も
行
政
手
続
き
が
行
え
、
市
の
情

報
受
信
な
ど
が
可
能
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
て
い
く
。
社

会
経
済
の
状
況
な
ど
を
見
据
え
た

中
、
新
た
な
生
活
様
式
に
よ
る
市

を
反
映
し
た
予
算
で
あ
る
と
評
価

し
、各
種
事
業
の
着
実
な
実
行
を

要
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
創
政
会
）

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛
　
成

賛
　
成

反
　
対

反
　
対

令和５年度各会計の予算規模

一般会計予算歳入・歳出の状況

会　　計　　名 令和５年度
対　前　年　度　比

増　減　額 増 減 率

一 般 会 計 317億3,000万円 13億2,000万円 4.3%

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 86億5,300万円 4,400万円 0.5%

介 護 保 険 事 業 63億2,600万円 1億円 1.6%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 15億1,600万円 8,500万円 5.9%

小 計 164億9,500万円 2億2,900万円 1.4%

公
営
企
業
会
計

収 益 的 収 入 27億5,155万円 △2億4,234万円 △ 8.1%

収 益 的 支 出 23億6,232万円 △3,489万円 △ 1.5%

資 本 的 収 入 23億5,131万円 7億6,113万円 47.9%

資 本 的 支 出 31億4,787万円 5億8,334万円 22.7%

表中の△はマイナスを表しています。

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。


